
ぐんま
VOL.760
2025.

中小
企業

2

本物の味を届けたい「味噌パウダー」〈有限会社せい〉

▶女子職員研修会
▶令和６年度関東甲信越静ブロック
　　中央会関係最低賃金審議会委員連絡協議会
▶就活ウォーミングアップ講座
▶県内中小企業（製造業）景況動向調査結果
▶令和６年度補正・令和７年度当初予算案
　　中小企業・小規模事業者関係予算等のポイント
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　・群馬県商店街振興組合連合会　　視察研修会・組合員講習会
　・群馬県中小企業団体青年協議会　4県交流会・全国講習会
　・群馬県中小企業団体事務局長会　役員会・冬期研修会
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●決算税務講習会
　３月５日（水）・12日（水）
　ビエント高崎／オンライン

●第77回中小企業団体全国大会
　11月12日（水）
　広島県広島市
　広島県立総合体育館
　（広島グリーンアリーナ）
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　栄養豊富で伝統的な日本の発酵調味料である「味噌」。富岡市の有限会社
せいでは、自社で製造する＂妙義みそ″を粉末化した味噌パウダーを開発。
国内外から多くの注文がよせられている。
　「味噌を海外の方にももっと知ってもらいたい、と外国人観光客を対象
に味噌づくりの体験教室を開催。しかし、生味噌は液体物として機内持ち込みに制限がかかる。ならば、生味噌
をなんとかパウダー化できないものか？そこから挑戦が始まった」と話してくれたのは清水正行代表取締役。
＂妙義みそ″は、自社による環境保全を基本として栽培する大豆とこだわりの麹から製造する安心・安全の手作り。
その味噌に含まれる酵素も生かしたまま乾燥させた味噌パウダーは、風味も旨味もそのままに、サラダやパスタ、
ピザに振りかける味噌として楽しめるそうで、海外では、アメリカやフランスを中心に人気が広がっており、有
名レストランのシェフからも大変喜ばれている。
　常に自身が納得できるものを目指してきたという清水氏。輸出に向けた準備でも、食品認証の取得や海外向け
ラベリングデザインの変更を重ねるなど他との差別化を意識し、とにかく手に取ってもらうための工夫を図った
という。
　試行錯誤を繰り返しながら、生味噌製造を経て味噌パウダーの開発に情熱を注いでこられた理由を伺うと、「日
本のみならず次世代を担う子供達に『本物の味』を食べてもらいたい、そんな思いが強かった。味や技法の伝承は
簡単な事ではないが、本物を追求し続けたい」と優しくもあり力強くもある表情で答えてくれた。
有限会社せい　富岡市妙義町上高田365　　☎ 0274-73-2980

〈群馬県醤油味噌工業協同組合　所属〉

本物の味を届けたい
　～「味噌パウダー」～

ホームページ

〈表紙の写真〉

国内外向けに味噌パウダーの活用法を紹介


